
決 裁 規 程   
  
  
  

NPO 法 ⼈ MamaCan   
令 和 ２ 年 ６ ⽉ １ ⽇   施 ⾏   

  
  
（⽬ 的）   
第 １ 条 本 規 程 は、 NPO 法 ⼈ MamaCan （以 下 「 MamaCan 」 と い う。） の 業 務 を ⾏ う に あ 
たっ て、 決 裁 を 要 す る 事 項、 決 裁 権 者 及 び 報 告 供 覧 を 要 す る 事 項 並 び に そ れ ら の ⼿ 続 き 
を 定 め、 もっ て 業 務 の 適 正 か つ 能 率 的 な 運 営 を 図 る こ と を ⽬ 的 と す る。   

  
（定 義）   
第 ２ 条 こ の 規 程 及 び こ の 規 程 に 基 づ い て 定 め る 規 程 類 に お け る ⽤ 語 の 定 義 は 次 の と お 
り と す る。   
（１） 決 裁 と は、 MamaCan の 意 思 決 定 の 権 限 を 有 す る 者 （以 下 「決 裁 者」 及 び そ の 中 
で 最 上 位 の 職 位 に あ る も の を 「決 裁 権 者」 と い う。） が、 ⼀ 定 の ⼿ 続 き に よ り、 そ 
の 内 容 を MamaCan の 意 思 と し て 決 定 し、 ⼜ は 確 認 す る こ と を い う。   

（２） 「電 ⼦ 決 裁 シ ス テ ム」 と は、 MamaCan の 決 裁 伺、 申 請、 届 出 そ の 他 の ⼿ 続 き 等 
を     電 ⼦ 的 に 処 理 す る web ブ ラ ウ ザ を ⽤ い た グ ルー プ ウェ ア を い う。   

（３） 「電 ⼦ 決 裁」 と は、 電 ⼦ 決 裁 シ ス テ ム を ⽤ い て 決 裁 伺 書 を 作 成 し、 同 シ ス テ ム 
に よ り 承 認 等 の 処 理 を ⾏ う 決 裁 ⼿ 続 き を い う。   

  
（決 裁 伺）   
第 ３ 条 決 裁 伺 者 は、 決 裁 を 受 け よ う と す る 事 項 に つ い て 範 囲 を 明 確 に 記 載 し、 原 則   

    と し て 電 ⼦ 決 裁 シ ス テ ム を ⽤ い て 決 裁 伺 書 を 作 成 し、 事 前 に 決 裁 を 受 け な け れ   
    ば な ら な い。   
２ 緊 急 時 等 や む を 得 な い 場 合 で、 ⼿ 続 き が 事 後 に な る と き は、 略 式 の ⽂ 書 等 で 決 済   
    者 の 承 認 を 得 る こ と と す る。   
３  特 に 重 要 な 案 件 で あっ て 業 務 の 適 正 か つ 能 率 的 な 運 営 を 図 る 観 点 か ら 必 要 な 場 合、  
電 ⼦ 決 裁 シ ス テ ム に よ ら ず、 例 外 と し て、 電 ⼦ メー ル 及 び 対 ⾯ に よ り 決 済 者 の 意 思 
確 認 を ⾏ う こ と が で き る。   

  
（決 裁 事 項 及 び 決 裁 基 準）   
第 ４ 条 決 裁 伺 書 に よ る 決 裁 事 項、 決 裁 者 及 び 決 裁 権 者 は、 別 表 第 １ に 定 め る と こ ろ に 
よ る。   

２ 別 表 第 １ に 定 め の な い そ の 他 各 種 意 思 決 定 に 関 す る 決 裁 事 項 は、 事 前 に 事 務 局 ⻑ の 
指 ⽰ を 受 け る も の と す る。   

  
（理 事 会）   
第 ５ 条 決 裁 を 要 す る 事 項 の う ち 定 款 に お い て 審 議 事 項 と 定 め る 事 項 に つ い て は、 決 裁 
伺 に 先 だ ち そ の 審 議 を 受 け る も の と す る。   

  
（連 絡 調 整 及 び 合 義）   
第 ６ 条 決 裁 権 者 は、 決 裁 権 限 を ⾏ 使 す る に あ た り、 そ の 必 要 が あ る と 認 め ら れ る 事 項 
に つ い て は、 あ ら か じ め 上 位 職 位 の 指 ⽰ を 受 け、 ⼜ は 内 容 に つ い て 報 告 す る も の と す 
る。   

２ 決 裁 伺 者 及 び 決 裁 権 者 は、 協 議 の 上 同 意 を 得 る 必 要 が あ る 事 項 に つ い て は、 当 該 本 
部 に 合 議 す る も の と す る。   

  
（代 理 決 裁）   
第 ７ 条 決 裁 権 者 が、 ⽋ 員 ⼜ は 事 故 そ の 他 の 事 由 に よっ て 決 裁 が で き な い と き は、 当 該 
決 裁 権 者 の 直 近 下 位 の 職 位 ⼜ は 直 近 下 位 の 職 位 が 別 に 指 定 す る 者 が 当 該 決 裁 権 者 に 
代っ て 決 裁 す る も の と す る。   



  
２ 前 項 の 規 定 に よ り 決 裁 し た 者 は、 事 後 速 や か に そ の 処 理 事 項 に つ い て、 こ れ を 決 裁 
権 者 に 報 告 し な け れ ば な ら な い。   
  
（修 正 等）   
第 ８ 条 決 裁 伺 者 は、 決 裁 伺 書 の 内 容 を 修 正 す る 場 合 は、 特 に 軽 微 な も の を 除 き、 修 正 
の 概 要 及 び 理 由 を 明 記 し て 再 決 裁 し な け れ ば な ら な い。   

２ 決 裁 伺 者 は、 決 裁 済 み の 決 裁 伺 書 を 廃 案 と す る と き は、 決 裁 済 み の 者 及 び 事 業 部 ⻑ 
に そ の 旨 を 連 絡 し な け れ ば な ら な い。   

  
（実 施 結 果 の 報 告）   
第 ９ 条 事 業 部 ⻑ は 決 裁 を ⾏っ た 事 項 の う ち、 結 果 報 告 を 要 す る 事 項 に つ い て は、 遅 滞 

な く そ の 結 果 を 理 事 ⻑ に 報 告 し な け れ ば な ら な い。   
  
（規 程 の 不 適 ⽤）   
第 １ ０ 条 理 事 ⻑ の 承 認 を 以 て、 こ の 規 程 に 定 め る ⼿ 続 き 以 外 の ⽅ 法 で 決 裁 を ⾏ う こ と 
が で き る。   

  
  
附 則 １ ． 第 ２ 条 ２ 項 に い う 電 ⼦ 決 裁 シ ス テ ム は、 slack と す る。   

２ ． 本 規 定 は、 令 和 ２ 年 ６ ⽉ １ ⽇ か ら 施 ⾏ す る。   


